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【手続補正書】
【提出日】平成24年3月1日(2012.3.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　短絡保護装置を備えたオプトエレクトロニクス素子において、
　相互に離れて配置されている複数のセグメント（１１，１２）を備えた第１の電極層（
１）と、
　動作時に電磁放射を放出する、前記第１の電極層（１）の上の機能層（２）と、
　前記機能層（２）の上の第２の電極層（３）と、
　給電リード部（４）と、
　複数の電気接続部（５１，５２）とを有し、
　前記第１の電極層（１）との電気的な接触接続のために、前記給電リード部（４）と、
前記第１の電極層（１）の前記複数のセグメント（１１，１２）のうちの少なくとも１つ
のセグメントとの間にはそれぞれ前記複数の電気接続部（５１，５２）のうちの少なくと
も１つの電気接続部が配置されており、
　前記オプトエレクトロニクス素子は基板（６）を有し、前記給電リード部（４）と、前
記複数の電気接続部（５１，５２）と、前記第１の電極層（１）の前記複数のセグメント
（１１，１２）と、前記機能層（２）と、前記第２の電極層（３）とは前記基板（６）の
一方の主面の上に配置されており、
　前記基板（６）内に、前記複数の電気接続部（５１，５２）の少なくとも１つに隣接し
て中空部（７）が配置されており、
　前記給電リード部（４）は第１の断面を有し、前記複数の電気接続部の各電器接続部は
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第２の断面を有し、
　前記第２の断面は前記第１の断面よりも小さく、
　前記複数の電気接続部（５１，５２）はヒューズとして構成されている、
ことを特徴とする、オプトエレクトロニクス素子。
【請求項２】
　前記中空部（７）は、前記複数の電気接続部のうちの少なくとも１つの溶融した材料の
リザーバとして使用される、請求項１記載のオプトエレクトロニクス素子。
【請求項３】
　前記第２の断面は前記第１の断面に比べて少なくとも１／１０に低減されている、請求
項１または２記載のオプトエレクトロニクス素子。
【請求項４】
　前記給電リード部（４）および前記複数の電気接続部（５１，５２）は一体的に構成さ
れているか、前記給電リード部（４）および前記複数の電気接続部（５１，５２）は異な
る材料から構成されている、請求項１から３までのいずれか１項記載のオプトエレクトロ
ニクス素子。
【請求項５】
　前記電気接続部（５１，５２）は前記基板（６）を貫通して延在している、請求項１か
ら４までのいずれか１項記載のオプトエレクトロニクス素子。
【請求項６】
　前記基板（６）は複数の開口部（５１１，５１２）を有し、該複数の開口部（５１１，
５１２）の各開口部には前記複数の電気接続部（５１，５２）のそれぞれ１つの電気接続
部が配置されている、請求項５記載のオプトエレクトロニクス素子。
【請求項７】
　さらに、前記複数の電気接続部（５１，５２）のうちの少なくとも１つの電気接続部の
上に、絶縁層（８）を有する、請求項１から６までのいずれか１項記載のオプトエレクト
ロニクス素子。
【請求項８】
　前記絶縁層は溶融性の材料または流動性の材料のうちの少なくとも１つから構成されて
いる、請求項７記載のオプトエレクトロニクス素子。
【請求項９】
　前記複数の電気接続部（５１，５２）のうちの少なくとも１つの電気接続部は、該複数
の電気接続部（５１，５２）のうちの少なくとも１つの電気接続部が短絡時に溶断するよ
う構成されており、
　前記絶縁層（８）は前記複数の電気接続部（５１，５２）のうちの少なくとも１つの電
気接続部を絶縁させることに適している、請求項７または８記載のオプトエレクトロニク
ス素子。
【請求項１０】
　前記機能層（２）は無機の材料または有機の材料を含有する、請求項１から９までのい
ずれか１項記載のオプトエレクトロニクス素子。
【請求項１１】
　前記機能層（２）は少なくとも２つのセグメント（２１，２２）を有し、該セグメント
（２１，２２）は相互に離れて配置されており、
　前記機能層（２）のそれぞれ１つのセグメント（２１，２２）は前記第１の電極層（１
）の前記複数のセグメント（１１，１２）のうちの少なくとも１つのセグメントの上に配
置されている、請求項１から１０までのいずれか１項記載のオプトエレクトロニクス素子
。
【請求項１２】
　前記機能層（２）は前記第１の電極層（１）の前記複数のセグメント（１１，１２）の
うちの少なくとも２つのセグメントの上方において連続的に配置されている、請求項１か
ら１０までのいずれか１項記載のオプトエレクトロニクス素子。
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【請求項１３】
　前記第１の電極層（１）の前記複数のセグメント（１１，１２）のうちの少なくとも２
つのセグメントは相互に並列に結線されている、請求項１から１２までのいずれか１項記
載のオプトエレクトロニクス素子。
【請求項１４】
　さらに、少なくとも１つの電流拡散層（９１，９２，９３）を有し、該電流拡散層（９
１，９２，９３）は前記複数の電気接続部（５１，５２，５３）のうちの少なくとも１つ
の電気接続部と、前記第１の電極層（１）の前記複数のセグメント（１１，１２，１３）
のうちの少なくとも１つのセグメントとの間に配置されている、請求項１から１３までの
いずれか１項記載のオプトエレクトロニクス素子。
【請求項１５】
　前記第２の電極層（３）は少なくとも２つのセグメント（３１，３２）を有し、
　前記少なくとも２つのセグメント（３１，３２）のそれぞれ１つのセグメントは前記第
１の電極層（１）の前記複数のセグメント（１１，１２）のうちの少なくとも１つのセグ
メントの上に配置されている、請求項１から１４までのいずれか１項記載のオプトエレク
トロニクス素子。
【請求項１６】
　前記第２の電極層（３）は前記第１の電極層（１）の前記複数のセグメント（１１，１
２）のうちの少なくとも２つのセグメントの上方において連続的に配置されている、請求
項１から１５までのいずれか１項記載のオプトエレクトロニクス素子。
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